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	応用
	抗原情報
	背景
	ミトコンドリア膜ATP合成酵素（F(1)F(0) ATP合成酵素または複合体V）は、呼吸鎖の電子伝達複合体によって生成される膜を横切るプロトン勾配の存在下で、ADPからATPを生成します。F型ATPaseは、2つの構造ドメイン、F(1) - 膜外触媒コアを含むドメイン、およびF(0) - 膜プロトンチャネルを含み、中心柄と末梢柄で結合しています。ミトコンドリア膜ATP合成酵素（F(1)F(0) ATP合成酵素または複合体V）は、呼吸鎖の電子伝達複合体によって生成される膜を横切るプロトン勾配の存在下で、ADPからATPを生成します。F型ATPaseは、2つの構造ドメイン、F(1) - 膜外触媒コアを含むドメイン、およびF(0) - 膜プロトンチャネルを含み、中心柄と末梢柄で結合しています。触媒反応中、F(1)の触媒ドメインにおけるATP合成は、中央の茎状サブユニットの回転機構を介してプロトン転座と結合する。サブユニットαとβはF(1)の触媒コアを形成する。周囲のα(3)β(3)サブユニットに対する中央茎の回転は、βサブユニット上の3つの独立した触媒部位におけるATPの加水分解につながる。αサブユニットは、触媒活性の高い親和性ATP結合部位を持たない（類似性による）。細菌のシデロフォアであるエンテロバクチンに結合し、エンテロバクチン由来の鉄イオンのミトコンドリア蓄積を促進する（PubMed:30146159）。
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	HepG2 細胞溶解物中の ATP5A1 発現のウエスタンブロット解析。

